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論文
箕作麟祥と統計学
高木 秀玄
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わが国における最初の「統計学」書を醜訳した箕作麟祥1)を通じて明治初期
から中期にかけての日本統計学史のあとをたどることが本稿の目的である。し
たがって，論題よりもとりあげる範囲は広いものとならざるをえないことをこ
とわっておかなければならない。
大橋教授は日本の統計学の発展と系譜をつぎのように分けた。すなわち， (1)
原始的蓄積期， (2)産業資本確立期， (3)独占資本確立期， (4)帝国主義戦争期， (5)
国家独占資本主義再編展開期の 5がそれである。ここで問題とする「原始的蓄
積期の統計学」の特質を「日本への統計学移入の第一期は，先進資本主義国
の経済学説を移入した時期に対応する」とし，その代表的人物として杉亨ニ
(1828-1917)と呉文聰 (1851ー 1918)の2入をあげ， 「彼等はいわゆる洋学系
（国学系，漢学系に対する）の士族であって， 国家官僚の立場から統計学を移入
した」2)という。こういう意味では本稿でとりあげる箕作麟祥は典型的なこの
カテゴリーの一人である。もちろん，杉亨二の「駿河国人別調」を通じてのわ
が国における最初の人口調査に残した貢献，呉文聰の官庁統計家として日本の
産業統計機構の創設者として，あるいは主としてアメリカ統計学の移入につい
ての貢献3)は高く評価するが，わたくしは明治初期の洋学移入に果した箕作麟
祥の業績中， 明治7年6月に刊行した Moreaude Jonnes, "Elements de 
Statistique, comprenant /es principes gerereau de cette science, et un aperc;:u 
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historique de progres," Paris, 1847の醜訳がわが国における「統計学」とい
う書名の最初のものであったこと，また彼の弟子達の統計学に果した役割を再
認識してみることの必要を痛感せざるをえない。さらに彼が案出した統計学と
いう訳字が今日のように固まるに至った経過を検討してみることもまた「箕作
麟祥と統計学」を問題とする本稿の課題として当然であろうと考えられる。
(1) 「佐原純一氏の談」（明治3年7月29日）によれば，鷲津毅堂の説明では，「麟」は
燐酸の「燐」でボスボルで，「明」の意．それで「アキ」と読む。したがって，普通，
「りんしよう」と読まれるが「あきよし」が正しいとのこと。牟田口元学は「からし
しめでた」と冗談をいったということである。
(2) 大橋隆憲「日本の統計学」， 5ペー ジ。
(3) 呉文聡訳， 「斯氏統計要論」， (Mayo-Smith,"Statistics and Economics", 抄訳，）
明治24年，後ち35年全訳。
同氏，「社会統計学」， (Mayo-Smith, Statistics and Sociology'の訳述） 明治33
年。
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一人の学者の業績の学史的研究には，方法としてその自然的要因と社会的要
因，もしくは「その人となり」と「その時代」との2面よりの分析が必要で
る。以下，この方法を根底におきつつ論を進める。
箕作麟祥は明治，大正のわが国の社会科学・自然科学の両学界に最も重要な
位置を占める閾閥の中でも主たる位置を占める人物であるむ。
元来，箕作氏は近江源氏佐々木氏の出であり，近江・蒲生郡観音寺の城主た
る佐々木右京大夫義賢入道承禎の子，右衛門督義治其嗣子右兵衛督泰秀を祖と
し，義賢の父定頼は初め蒲生郡箕作城にあって箕作弾生正忠と称した。これに
よって箕作氏を称したのである。慶長19年，大阪冬の陣に泰秀は大阪軍に属
し，軍破れて讃岐の小豆島に隠れ，十太夫泰連，弥兵衛義林を生む。泰連兄弟
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は美作の勝田駅に至り，外戚三木長連に逢い，長理留まりこの地に住むことを
すすめ，これに従ぃ，新国を楢原村大谷に開き居を定め，後に泰秀を小豆島よ
り迎えて共に生活した。これより，箕作家を美作の出身とするようになったの
である。
麟祥の祖父は院甫である。寛政11年9月7日，津山藩医丈庵貞国の第2子と
してうまれ，長ずるに及び京都に遊び医業を研究し．，文政5年，津山藩の待医
となったが，天保2年江戸に移り，同藩の宇田川榛斎について西洋医学と蘭学
を学び，同10年6月，幕府の命により天文台の訳員に補せられ，嘉永6年ロシ
ヤの使節，長崎に来た際に筒井路二に随行し，翌年，再び同国使節下田に来て
条約を定めるに当り，玩甫その議に与かった。安政 3年，幕府，蕃書調所を建
てたが，同年4月に出役教授職となり，文久2年に同町が洋書調所と改められ
たが， 12月28日に幕臣に列ぜられ，洋書調所教授に任ぜられ，儒者次席を命ぜ
られた。 3年6月に65オで没す。その訳書10数部160余巻といわれる。
＇玩甫に嗣子なく天保 14年12月に，その弟子省吾（名は寛，字は王海，幼名は高之
助）を 3女志んに養子2)として迎えた。弘化3年7月に麟祥をうみ， その年12
月26オにて没した。
省吾は仙台藩の一門たる水沢の邑主伊達氏の臣佐々木左衛次秀規の次男であ
って， 16オ(7)にして江戸に遊び，また京都に行き諸家に従い，西南諸州を遊歴
した。国にあって蘭学を坂野長安_a)に師事し，その師より玩甫の学名を知り，
江戸に出て玩甫の門をたたき門下に入り，蘭学を学んだ。その精敏を認めら
れ，その養子となったが，その研究方向は西洋地志にあり，「新製万国全図」，
「坤輿図識」 3巻補4巻4)を著わした。麟祥が後述するごとく外国の国名・地
名に非常に通じていたのは，おそらくその父の素質をうけたものであろう。
省吾没して後，備中国英賀郡些部（あざい）の人，津山藩の儒者，浪士菊地士
郎の第2子秋坪5)が玩甫の第2女つねと結婚し， 箕作家の養子となった。奎
吾，大麓佳吉，元八の 4人の男子をうむ， この 4人はいずれも秀オの名を
ほしいままにし，それぞれ明治の学界の重鎮となり， 秋坪自身も後日， 森有
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礼，中村正直等と明六社を起し，東京高等師範学校初代摂理に就任した。文久
元年，幕府の命によりョーロッパに渡り，元治元年10月に幕臣の籍に入った。
麟祥の実母は夫省吾没後，加賀藩邸に奉公していたが，秋坪の妻つねが死去
したので， その後妻になった。すなわち， 麟祥に新しい父が出来たわけであ
る。
以上が麟祥の祖父，父の系譜であるが，その長女の貞子は石川千代松， 3女
操子は長岡半太郎に嫁し，その系譜をより輝しいものとした。
さて，祖父玩甫は麟祥が成童に至るまで蘭学を学ぶことを禁じ，専ら漢学を
藤堂天山，安積良斎について学ばせしめた。ところが，ひそかに塾生の原書を
読む力をそなえていた。祖父が蕃書調所の教授となったとき，彼も同所に入り
蘭学を学んだ。そのオ名高く数学は神田孝平について，英語を中浜万次郎につ
いて学んだ。文久元年， 16オにして蕃書調所英学教授手伝出役を命ぜられ，同
年8月，阿州にて清人徐継含の「瀧環志略」を重刊したが，その漢字の外国地
名の左に横字を草書で当てたが，その仕事が彼の仕事であった。 2年，藩書調
所を洋書調所， 3年，開成所と改められた。 3月嫡孫承祖となり，文久中に教
授堀達之助が英和辞典を編集するに当り 6), これを補助した。
元治元年10月，外国奉行支配醗訳御用頭取を命ぜられ，福沢諭吉，福池源一
郎等とともに英文醗訳に従事し，外国条約居留地規則等の外交文書の調査に当
った。麟祥にフランス語の学習をすすめたのは， フランスより帰朝（慶応2年）
した福池であった。同年10月に幕府の外国奉行向山隼人がフランス駐在公使と
なり，同地で開催される博覧会に将軍名代として徳川民部太輔昭武が派遣され
るや，その随行として翌年 1月12日， アルベール号にて宿願の洋行に出発し
た。その同行者に渋沢栄一の名もみられる。在仏中，専ら魏訳の任に当り，新
聞紙の通読も可能となった。明治元年2月24日に帰国，同年6月に明治政府の
命により開成所御用掛となり， 7月に上阪を命ぜられ，海路大阪に着任し，今
橋に居を構えた。ところが直ちに京都へ赴くよう命ぜられ，ー等訳官に任ぜら
れ，東幸留守中は大阪表出張舎密局出勤を命ぜられた。再度，大阪に戻り，兵
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庫県御用係となり，さらに，当時の兵庫県令，伊藤俊介（博文）の計画により，
神戸洋学校を建て，その教授となった7)。その間，津山藩と県吏との間の仲介
の役をつとめている。
明治 2年3月，再び海路東京の地に戻ると元来，外交官を好まず，大学に入
ることを望み， 8月に大学中博士に任ぜられた。この年に門人牧山耕平がペー
リーの経済学の講義を請う。その中の貨幣の部を口訳し，人をして筆記させ，
後に文部省編集寮より，「貨幣説」と題して出版した8)。その後， 明治4年4
月大学大博士に任ぜられ， 7月大学廃止され，文部省が設置されるとともに文
部大教授に， 9月に司法少判事， 10月司法検中判事兼任となった。
明治2年のフランス刑法の翻訳，ついで，民法，商法，訴訟法，治罪法，憲
法等の訳はすべて彼の手によるもので，その訳字で今日も定訳となっているも
のには「ライト」，「オプリゲーション」の権利，義務があり，その他，動産，
不動産，義務相殺，末必条件，憲法，血税等がある 9)0 
明治30年，52オで没するまでの彼の生涯は学者として（東京学士会院メンバー），
政府高官（貴族院議員，行政裁判所長官，男爵）として挙々しいものがあったが，
つねに後者より前者に誇りをもっていたようである。
(1 s.o.s. 氏，「学界閏閥網の裏面」，「中央公論」昭和5年12月号， 173~92ペー ジ。
大槻文彦「箕作麟祥君伝」，明治40年11月中の「系図及年譜」参照。
(21 院甫には 3人の女児があり，長女「さき」は安芸の人呉黄石の後妻となり，その次
男が文聡である。
(3) 坂野長安は後藤新平の母「りえ」の実家であった。なお、高野長英も長安の門下生
であった。
(41 省吾が「坤輿図識」を訳するに当って， オランダ語の Republich の訳に困り果
て，大槻磐澄に意見を聴いた。磐援は支那3代の周の励王の時に君主なく宰相国を治
めていた時代を「共和16年」と称した事実を語り，ついに今日の「共和国」の訳字が
省吾によってきめられたのである。
(51 緒方洪庵の「適々斎塾婚名録」によれば，「嘉永酉年4月入門，閏年17日入門」，「為
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箕作院甫之義子」とある。緒方富雄「緒方洪庵伝」， 217ページ。
(6) この辞典は文久2年に刊行されたが，慶応2年、麟祥Q弟子堀越亀之助（愛国）が
校正補箪して再刊した。その後のわが国の英和辞典の手本となった。
(7) 今日の外国語学校であり，米人ビーローを雇い，神田孝平もこの学校の教授であっ
た。
(8) 当時，財政整理未だ緒につかず，悪貨の流通が盛んであり，政府は手をやいてい
た。かかる状態にこの訳が刊行されたことは大いに意義があり，後日，・観訳の意にみ
たない箇処に気づき改訳を計画した。明治13年に川本清一の全訳による「理財原論」
はこのような経過によるものである。
(9) 麟祥の訳語の選定，訳文の濶色については辻士革，寺内章明，市川清流等の力を借． ． 
った。しかし，彼等の加筆に校正という文字の使用を禁止した。．単に校とあるのみで
あって，本稿でとりあげたモロー・ド・ジョンネの「統計学」にも「辻士革校」とあ
るのみである。「黒田綱彦氏の談」によれば「ここに辻士革という人がありました。こ
の人はへいへいした漢学先生で妙な人であったが麟祥先生が，「こう、いう意味の字は」
と聞かれると「それなら，こういう字ではどうでございましよう」といって字のくふ
うをする……」とある。「箕作麟祥君伝」 120ベー 、ジ。当時の学風が西洋の学問が漢学
を圧倒していたことより考え，漢学者の西洋学者へ対する気風がうかがえる。
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わたくしは麟祥が，わが国で最初に本格的な統計学書を醗訳したこと，しか
も，彼がその書の題目として選んだ「統計学」という訳字が，それ以前，およ
びそれ以後，この学問の名称に迂余曲節があったが（後述），他を排してそれに
ぉちついたことに非常に学史的に興味を感ずるのである。
すなわち，横山雅男によれば「統計学の訳書として先ず世に出したのは，明
治7年6月故権大内史箕作麟祥（法学博土）が仏国，モロー・ド・ジョンネの著
書 (Elementde Staisique) を訳して<統計学► -名<国勢略論>と題して世＾
に公にされたるを始めとす」という 1)。 いかなる根拠で Statistique=統計、学
と訳したか必ずしも明らかでない2)。ただし， わたくしの手許の「大蔵省，
沿革志，記録寮第一」 7ページの明治4年8月~10月の箇処に「統計寮は 3科
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目を立つ。日＜統計，計表，考課」とあるのが統計という官庁用語の最初のよ
うである。
＇それはそれとして，本訳書は上篇「統計の総理」と下篇「施実の統計」すな
わち「理論」と「実際」よりなり，上篇は第 1章「統計学の釈義及旨趣」附統
計学の原由及広巾，第2章「統計の分類」， 第3章「統計学の方法」， 第4章
「統計の作為」， 第5章「統計執行の方便」， 第6章「各国官府統計の起業」，
第7章「統計の真正」，第8章「統計の誤謬」，第9章「各国統計の進歩」の 9
章よりなり， 下篇は第 1部「人生諸事の統計」， 第2部「全国人民の統計」よ
り，さらに第1部は第1章「出生」，第2章「人の生命」， 第3章「婚姻」， 第
4章「死去」，第5章「時勢の変革に図てフランス人民死去の数に増減ある事」
の5章より， 第2部は第 1章「男女を以て人口を分っを論ず」， 第3章「民生
‘ の模様を以て人口を分っを論ず」，第4章「法教を以て人口を分っを論ず」，第
5章「身分を以て人口を分っを論ず」，第7章「土地を所有する大小を以て人
ロを分つを論ず」，第8章「英仏両国人口の増加する比較」及び第9章「欧州
各国人口の増加する比較」よりなる。以上より理解されるとおり，その下篇は
人口統計論をその主内容とする3)。
麟祥はその凡例につぎのように述べている。すなわち， 「此学原名をスタチ
スチックといい，その説く所は皆算数を以て国内百般の事を表明し，治国安民
の為め最も緊要の者たり。故に上古以来いやしくも開花の称ある国に於ては未
だ一定の名称を下さすと雖も間々此業を修むる者多く，降て紀元1700年代に及
びて初めて命ずるに此名を以てし碩学鴻儒相与に対論すと雖も人猶未だ其世に
大益あるを知るに至らず。既にして仏蘭西大変革の後其国人等大に此学を講明
し，其業を拡充せしより，ついに普く世に布及して人々皆其国を利し，民に稗
あるを知るに至り，方今に及ては欧州各国，此業を講習せざる鮮し。然るに我
国未だ，此学科の書の世に翻訳を経し者あらざるが故に今者，荊めて此書を訳
し，以て官梓に付すと雖も其科名に填する訳字の如きも従来，，あるいは政表，
国勢等の字を用いて亦未だ一定普通の称あるを見ず。因て此に改め訳して統計
7 
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学とす」4)と。すなわち，従来の政表，国勢の訳字を棄てて統計学という訳字
をとった趣旨を述べている。文中の「算数を以て国内百般の事を表明し」と
は，その「統計学とは天然，人工，政事等の実体を算数を以て解明する学科」
であるとし，「統計学に於て算数の必要なるはなお幾何学に於て図形を要し，
代数学に於て記号を要するが如し」とし，さらに「算数を用いざる統計の書あ
るいは算数を用いると雖も天然，人工， 政事の実体を統計せざる書は， その
実，相錮甑するが故に之を統計書というべからず」という。すなわち，彼では
算数とは数字的記号の意味であり，いわゆる数字統計学 (Zahlenstatistik)もし
くは表統計学 (Tabellenstatistik)を主張するのである。 クニー スが， ケトレ
ー，デュフォーとこのモロ・ド・ジョンネを同じグループとするのもこの故で
ある 5)。したがって，彼では精神智心の統計なるものは算数すべきに非ず，故
に此等の書は統計書ではないし， 「統計学の科は既に太古より講習せしものに
して古書ペンチューク（摩西（モーゼ）の編成せる経典旧約全書の中にあり）には之
をアリトミと称す。アリト・ミとは算術の義なり」6)とし，「算数」を以て「詳明
精密なることあたかも正合学科，数学，幾何学，測量学等をいう（精密科学の意
味…高木）に初彿す」という。以上より，彼は国家もしくは政治的現象よりも
社会的事実に対象を求める。
その「統計の分類」はつぎのとおりそぁる。すなわち，
第1土地，第2人口，第 3農業，第4工作，第5国内貿易，第6外国貿易，
第7航船，第8藩属，第9行政，第10会計，第11兵力，第12審理，第13教育，
第14都府の14であり，ここで第4部のエ作とは工業のことであり，今日統計学
で問題とされる産業分類（百工分類）の必要性を説き，第7部航路とは「官に属
する兵船を除き総て商業の為に用いるところの諸船をしていう」7)ものであ
り，第8部藩属とは植民地のことであり，また第12部審理統計とは犯罪統計の
ことである。
モロー・ド・ジョンネによれば「統計学は歴史，地理，博物等の学科に等し．． 
く実件の学にして，又，星学，量地学に同じく算数を以て実体を説明するもの
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なり」s)とし， その用いる方法――—彼では算数ー一ーの独自性によって統計学実
体科学説をとるが，方法論的には，もし方法の独自性に力点をおくのであれば
方法論派の立場をとるべきであろう。その統計学の方法が算数を方法として講
究することにあることより，その起源を太古に求めている。すなわち， 「古昔
より開化の国は， その人民皆この統計の業を起し， 就中， 亜西亜洲の東西両
隅，支那とバビロン及びニュウエ等を指していうなるべし，及び亜米利加洲の
如きは既に太古に在て，この学科を講し治術を助しこの分明にして，証とすぺ
きもの極めて多し。然るに方今の人この学科は近世に至り初めて欧州に開たり
といい甚しきに至っては日耳曼ゴッチンゲン府の学士コ＇デフリード・アッセン
ワル氏， 1748年にこの学科の発明したりというに至る。然れどもその謬誤の来
由は，アッセンワール氏，この学科にスタチスチック（統計学）の名を附し，そ
の名普く後世に伝れるより起りたるに過ぎずして，総て世人は一学科の名初め
て定まれる時を以てその発足の時と考ふる者あれども，これ甚だ怪むべき誤な
り」9)としている。 ここで彼の統計調査と統計学との混同がみられるのであ
る。すなわち，アッヘンワールは単に Statistikなる名称を初めて用いただけ
ではない。統計学史上におけるその位置は「アッヘンワールとその先行者たち
の関係は，あたかもアダム・スミスとその先行者たちの関係と似ている」とい
うワーグナーの言葉で語られつくされている。
第3章では，「統計学の方法」を問題とする。すなわち，「凡そ一学科に就き
てその論説解明の方法を定むるは唯，その体裁のみに管するに非ず。その方法
の宜きを得て明理の道に合する時は自からその学科所論の錯行を正すを得可
く，而してその統計の学に於けるもまた相異なることなし。故にこの学科の近
年に至り，往時と一変してその面目を改めたるは，ひっきよう亦，明理の道に
合したる至良の方法を撰みしにあり。けだし，往時は統計の方法といわゆる推
及（アンヂュクション）の法を用い， 百事皆想像臆度に出でて敢て一定の著目す
可き所なしと雖も，近世は方今所用の良法に従い，その旧法を用いる者は僅に
株守固執の輩に過ぎざるに至る」11)と，彼の「良法」とは「顕明の法」（エキス
， 
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ポジション）であり， 「何事に限らずー事を以て基礎とし之に管したる凡百の事
件をその正当の順序に従い算数を以て記録するにあり」12)'(1)対象規定—>(2)稽
査（調査）→(3)算計（整理）→(4)製表，もしくは(1)対象規定→(2)審査→(3)算数合計
→ (4)製表をその内容とする。明らかに，われわれのいう大量観察法をいうので
ある。しかも，彼ではこれだけにとどまり，われわれのいう統計解析法には全
くふれていない。実はここに彼の統計学の欠陥があることについては後述する
であろう。
つぎに彼は大量観察代用法の意義をみとめはするが，その一方法たるいわゆ
る「推及の法」（推算）に統計の誤謬の第一のも．のを指摘している。すなわち，
「推及の法」は「憑虚無根なる想像思料」であり， 「ーを知り百に及さんとす
る推及の法， その当を失うにあり」を統計の誤謬中最大のものとす， 第2に
「世人の通知せざる数箇の景況互に相錯雑するに因りて， 之が為に統計の書
中，間々防く可からざる算数の誤謬を生ずるものあり」として統計機関の意識
的，無意識的な臆想による誤謬をあげる13)。第 3に「世上一般に統計の誤謬
と称するものあり，而して今審らかにその実を考究する時は，敢て之を真の誤
謬というべきに非ざれども統計学の為には，その妨害の許多なる却て真の誤謬
より甚しく殊に近年に至てはその偏議世上に紛然たるが故にその概略を掲げて
之を示さざるを得ず」とし14), 世人が統計の正確さを自己のため不利とする -
場合，統計学自体まで否定する誤謬を指摘する。
巻五は「各国統計の進歩」に当てられているが， 既述のようにモロー・ド
・ジヨンネの真骨頂は人口統計を主流とする。 このことは， 彼の別の著書に
"Statistique des peuples de l'antiquite, Tome I. Aeggpter et Greece: Tome 
I. Rome, Gallier, Pasis, 1851 のあることよりして当然である。 ここで興味
あるのはそのジュッスミルヒ批判である。第2の「プロシャ」の頂中，フレド
リック大王を官庁統計の鼻祖としているが， 「当時， その国人等未だ統計の益
を悟らず」とし， 殊にシュスミルク（ジュッスミルヒ•••高木）を「統計の学を徒
らに世上事物の諧和を見る無益の学科とし転転，その説を唱ふ」15)と批判して
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いる。これは現象記述的な立場をとり，従って，人口現象の中の常例性を追求
し，予定調和的世界観を根底としたジュッスミルヒと相容れないし，このよう
に批判するのは当然のことである。ロシャの項では，この国を「欧州で最後開
化の域に入りたる国」であるが， 「ローマ人の材智学識を直ちに相伝せし最文
明の国たるを常に自負する」ものとし，ペーター大帝，ガザリン 2世を統計行
政面で非常に高く評価している。なお，ここでもアッヘンワールを統計学の学
父とすることの誤りを指摘し， ドイツ国情記述派がニワトリの卵の個数まで精
算したという「一箇の無味なる滑稽」をフランスのバ・ショウモンの1748年の
史記中に記載したのは， この派を賞諧するためではなく， 「ナポレオンの令し
たる統計の業を嘲る為に更にこの滑稽を用いたるなり」16)とする。ここにも1皮
のドイツ嫌いがうかがわれるのである。なお，彼自身については， Jレイ 14世，
ナボレオンの講明した業を継いだ1831年，議院の応諾による全国大統計の業に
関係し， 1825年，商業統計の業を督理する識に就いたことを「大美事」である
と自讃している17)。仏，英，魯，壊の 4国以外を「欧州の小国」とし，特に比
利時（ベルギー）の項で，この国の統計調査の範囲とその正確性を高く評価し，
「けだし， これ等統計の業を成就せし委員の長はケトレー氏その職に任し，
又，その執行を掌りしは勉励にして頴敏の聞えあるヒュウスリング氏にして…
．．．」と述べている。ここでのヒュウスリング氏とは後述のヒュウスリングとは
別人である18)0 
以上が本訳書の上篇であるが，下篇は明治11年3月の刊行により，活字も小
さくなり，その内容も事実（人口統計の）の記載に終っている。さらに下篇16巻
は高橋二郎の訳によるものであるが，刊本にないとのことである。従って未完‘
のままになっているのである。なお，この醗訳は「統計学雑誌」明治40年度付
録として刊行されたとのことであるが19), わたくしにはこれを見る機会はま
だない。
当時の風潮として麟祥も決・して創意の人ではなかった。 むしろ，「先生は論
文や何かは御書きなさらなかったようです。くだらない論を書いたところで，
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仕方がないからというような気でおられたようです」と「鈴木唯一氏の談」20)
にもみえ，明治新政府と当時の社会の啓蒙に必要な醜訳の仕事がその生涯の業
を考えていたようである。もっとも今日においても文字通り醗訳的論文をあた
，かも自分の創意のように発表する人人の多いことは周知の事実である。
以上のように彼の生涯は常に平々坦々たるものばかりではなかった。明治3
年の民法編纂会員として，「ドロワ・シビル」を「民権」と訳した際に民に権
ありとはいかんとの反論を真向より受け，その弁明に苦しんだこと，明治8年
の「国政転覆論」に対する「評論新聞」第40号の問題等は，時世柄，彼の身を
危ぶくしたものであった。
(1) 横山雅男「増補，統計通論」全，第36版，大正6年， 41ペー ジ。
(2) 明治16年ガルニエの「統計入門」を訳した高橋二郎の巻頭例究によれば「統計的文
字は原と支那語の合計なり。彼の英華字典をあんずるに Sum統計， Total統算と訳
せり。 Sum及び Totalは皆合計の義にて王船爵が普法戦記の如き共計統計並び用い
しこと多く，我，滝沢馬琴翁の如きは頗る漢語に精わしき者なりしが，その著書中既
にしばしば統計を合計に用い，これに「つがう」と仮名せり……」と述べている。
(3) 同じモロー・ド・ジョンネには元来，人口統計調査史にすぐれた著書があることは
本文中にふれた。
(4) 箕作麟祥「統計学」明治7年， 1~2ペー ジ。
統計学社「統計双書」第一輯，大正14年， 1ペー ジ。
(5) クニース，高野岩三郎訳「独立の学問としての統計学」統計学古典選集第2巻（皿），
170ペー ジ。
(6) 箕作麟祥，「上掲書」巻ー， 5ペー ジ。
(7) 同 「上掲書」巻—, 2ペー ジ。
(8) 同 「上掲書」巻―, 2ペー ジ。
(9) 同 「上掲書」巻ー ， 10ペー ジ。
(10) ワーグナ，大内兵衛訳，「統計学」，統計学古典選集第6巻(X),48ペー ジ。
(1) 箕作麟祥訳，「上掲書」，巻二， 4ペー ジ。
(12) 同 「上掲書」巻二， 5ペー ジ。
(13) 同 「上掲書」巻四， 19ペー ジ。
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閥箕作麟訳，「上掲書」巻四， 27ペー ジ。
U5) 同 「上掲書」巻五， 11ペー ジ。
U6l 同 「上掲書」巻五， 20ペー ジ。
U'l 同 「上掲書」巻五， 24ペー ジ。
、U8l ワグナー ，「統計学」，統計学古典選集， 152ペー ジ。
U9l 岡崎文規，「統計学研究文献」，大正14年， 64ペー ジ。
(20) 上掲，「箕作麟祥君伝」， 66ペー ジ。
IV 
13 
麟祥が Statistiqueを「統計学」と訳した最初の人であることは既に述べ
た。しかし，彼も「ー名国勢略論」とその書の副題を付けざるをえなかったこ
とに当時の情勢をうかがいうるようである。本節において，当時の識者によっ
てこの「統計学」という訳字が明治初期より中期までどのようにうけとめられ
たかを調べてみよう。そのことによって当時の日本の学界の実情をうかがい知
ることができるようであり，また，そうすることによって明治日本統計学史の
序文をまとめることが可能となるかのようである。
(i) 政表 緒方の適塾に学んでいた頃より，その師，港庵とともに既
に英語が支配的な外国語となることを見抜いていた福沢諭吉も当初は蘭学の徒
であった。万延元年，オランダ人，プ・ア・デ・ヨング著の「スターチセチク
・クーブル・アロン・アルレ・ランデン・デル・ア・ルデ」を訳し， これを
「万国政表」とした。ここでの「政表」の訳字は福沢の案によるものか，訳案
半ばて彼が渡米したため，その稿を完了した岡本約博郷の案によるものかは必
ずしも明らかではない。その内容は「近今刊行の地理誌類大に備り，万国の形
勢を祭するに遺憾なしと雖も，皆な巻峡活瀧にして末た此表の如き一覧領会し
易きものあらず」1) と述べた，一種の万国形勢一覧表であって， 統計学の理論
に関するものでなかった。その後，明治 3年，明治政府への上書に杉亨二は，
「政表御取調相成候儀は凡そ天下之事物遂一致表上に相記候儀に有之候云々」
と述べている。その他，杉の「駿河国沼津政表」，「辛未政表」，「壬申政表」に
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この字がみられ，官庁各としては 4年12月24日の太政官上の「政表課」がその
最初であった。
(ii) 会計学 神田孝平の「経済小学」（慶応3年）の序文中， この訳字を
用いている。すなわち，「西洋諸学校の教， 国各其法ありと雖も， 小異大同之
を要するに五科に尽く。五科一日教科，二日政科，三日理科，四日医科，五日
文科，……。凡政科を分って七門とす。一日民法（シヒールラウ），＇二日商法（コ
ムメルシアルラウ）， 三日刊法(キリミナールラウ），・四日国法（コンスチチューショ
ン）， 五日万国公法（ィンテルナシヨネ__:.}レラウ）， 六日会計学（スタチスチック），
七日経済学（ボリチキーエコノミー），皆国家の急務にして学者の忽にすべからざ
る所の者なり。」2)と。神田孝平については既出。
(iii) 形勢学 明治3年頃の帝国大学規則中の法学部の部分にこの字がみ
られる。これは正さに統計学のことである。明治6年5月杉亨二がフィッセリ
ングの講義筆記を津田真道より借り訳出し，これにを「形塾学論」と題し，セ
ンサス実施の旨を建白した際，同時に提出した。この訳書は完全に伝わってい
ないが，吉野作造博士のもとに写本19枚程度のものあり，これを下出隼吉氏が
『「表紀提綱」解題』中に再録している a)。
(iv) 統計学 麟祥のこの訳字は「何人の考案が今に至るまで検討してい
るが判然しない。」4)のである。しかし，わたくし所蔵の「大蔵省沿革志，記録
系第一」 7ページには「統計寮日三科目を立つ。日＜統計，計表，考課」とあ
り，官庁各々としては「統計」という各の最も古いもののようである。（既述）
麟祥のモロー・ド・ジョンネの「統計学」にひき続いて刊行されたものにつぎ
のものがあげられる。
1. 明治8年 百田重明訳，「統計学大意」 「エンサイクロペデイア・プリタニ
カ」の訳
2. 同年 望月二郎訳，「統計須知」，ポルスル著，ニウマーチ麟「マニュー
ル・オフ・スタチスチクス」の訳
3. 明治10年 堀越愛国訳， 「国民統計学」チェンバースの「スタチスチッ
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ク」
4. 明治16年高橋二郎訳，「統計入門」，ガルニエ，「エレマン・ド・スタチ
スチイク」の訳
5. 明治17年小野清照訳，「統計論」，フランス，貌魯格の書の訳
6. 明治18年和田莞爾，「統計実務家必携」
があり，その間，明治13年に雑誌「統計集誌」が発刊され， 16年に「共立統計
学校」が設立された。その後，中期以降，殊に呉文聰がわが国の統計学界に相
次いで多数の訳著を送り出すようになると， 「統計学」がほぼ定訳となった。
(v) 国勢 麟祥が，「一各国勢略論」と題したが，本来，国勢とは内
田正雄の StatemansYear Bookの訳による「海外国勢便覧」（明治3年，大
学南校刊）にみられ。 また， 4年， 政府は条約改正談判のために岩倉特命全権
大使一行を欧米諸国へ派遣するに際して，わが国の国情を一覧できるように権
小吏安川実成に「日本政表」と「日本国勢要覧」とを編集さしたが，印刷され
ず，今日これをみることわできない」。その他，今村有隣， 「外国国勢一覧」，内
閣統計局「海外各国国勢要覧」，内務省国勢一班」，丹羽正太「内外国勢一覧」，川
本清一「列国国勢要覧」，呉文聰「国勢比較」等がある。
・(vi) 「表紀」と訳したのは， 明治7年9月の津田真一郎（真道）訳の「表
紀提綱」である。もともと本書は文久2年3月，幕府がオランダヘ軍艦を注文
したとき，内田恒次郎，榎本釜次郎，沢太郎左ヱ門等にオランダ留学を命じた
際，同行した津田，西周助がライデン大学， ヒッセリング教授より講義を聰い
た，五科の中のーであるStatistiekの講述筆記を訳したものであって，「表記」
の出所は張衡歴議の「考之表紀，差謬数百」であるとされる6)。
(vi) 「綜計」 明治8年，「司法職制章程」中の語であり，「統計」と異
字同義のものである。
(vii) 「製表」 明治11年の夏に慶応義塾の小幡篤次郎その他数名のもの
が集会し，財団法人「東京統計協会」の設立をはかり，翌12年に小野梓等もこ
れに加わり，杉亨二にはかったところ，その趣旨がほぼ「製表社」と同じもの
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であるとされた。当時は「統計」と「製表」とが併用されていたものと考えら
れる。
(viii) 「統紀」 統計と表紀との合字であって，明治9年5月25日の文部
省発行「教育雑誌」第5号にこの字がみえる。しかし，本文中には「統計」あ
るいは「統計表」が主として用いられている。再びこの起源を横山によれば，
•「史記高祖功臣年表」中の「帝王者名殊礼而異務要以成功為統紀盪可網平」7)
がこれであるとする。
(ix) 「政治数学」 麟祥はアリトメチック・ポリチックを政表学と訳し
ている。もっとも，その定訳であるペッチイーの政治算術に相当するものであ
るが，ペッチイーの名を全く挙げていない。わが国では明治26年9月，陸軍幼
年学校編『輿地学教程第一巻「統計学」，ーに「政治数学』と述べ， Poltical
Arithmeticの原語の訳字を使用した。この場合に， ーに云々という文字が入
っており，次第に統計学という麟祥の訳字が因まってきたのである。
ところが，杉亨二は統計学という訳語を使用しながらも，その学問の真の性
質を誤解されることをおそれ， 「スクチスチック」なる片カナが最適であると
し，「統計学校に於て教授する学科を寸多知寸知久という。寸多知寸知久に統
計等の訳字ありといえども皆穏当ならず。もし，強いて之に訳字を附すれば，
その字義になじみ大に寸多知寸知久の本義を誤まるの恐れあり。故に授業の上
には原語を用う……」8)という。
以上の趣旨より，明治 9年，紀元節に設立の統計学団体を「スタチスチック
社」と称し，雑誌「スタチスチック」を刊行した。ところが，このような態度
に対して敢然として反撃を加えたのは森鵬外であった9)。特に，スタチスチッ
ク社の今井武夫との数度にわたるはげしい論争の中より，当の問題よりも，ゎ
たくしは鵬外の卓れた統計学知識をうかがいうるのである。本稿では鵬外の理
論を述べる紙数をもたない。他日にこれをゆずることにする。
(1) 「明治文化全集」第12巻，経済篇，•昭和32年， 4 ページ。
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(2) 「経済小学」はわが国への最初の資本主義経済理論の輸入であり，原著はW.Ellis,
Outlines of Social Economyであり，神田孝平はこの書のオランダ訳より重訳した
， のである。別に「西洋経済小学」（慶応4年）あり， 両書は全く同じである。明治文
化全集，第12巻，解題3ページ，吉野作造『「経済小学」解題」および， 同巻， 23ペ
ジー。
, (3) 「明治文化全集」，第12巻， 19~22ペー ジ。 もともと， これは津田真造の「表紀提
綱」と同一の底本であった。（後述）
(4) 横山雅男「Statsitikの訳字に就いて」，柳沢統計研究所報，第44号， 1ペー ジ。
(5) 横山は万延元年としているが，幸田成友「和蘭に於ける日本最初の留学生」（「明治
文化研究」，第5巻，第6号，昭和4年6月， 3~4ページには文久2年となってい
る。
(6) 横山雅男，上掲論文，第45号， 1ペー ジ。
(7) 同上，論文，第45号， 4ペー ジ。
(8) 杉 亨二，共立統計学校「統計学教科目」。
(9) 森 鴎外， 「統計に就て」 「東京医事新誌」明治22年。
「統計に就ての分誤」（「同誌」）
「統計三家編を読む」（「同誌」）
「三たび統計に就てを読む」（忍岡椎客）（「同誌」）
「統計の訳語は其定義に負かず」（湖上逸氏）（「同誌」）
以上の各論文は森鴎外全集第18巻，昭和3年に収めてある。
結 び
以上，わたくしは，箕作麟祥のわが国への統計学移入第一期に果した役割を
述べてきた。いかなる理田によるものか，彼の伝記中には一筆なりとも，彼の
統計学書の訳業についてふれられていない。おそらく，その法律家もしくは外
国法典誦訳の貢献の大なるに比して，ただモロー・ド・ジョンネの書のみを通
じて統計学と関連をもったにすぎないこと，さらに杉亨二が統計教育に生涯を
捧げたことに比して，麟祥のそれは，以上にとどまったことより，このような
結果をまねいたと考えられてもよいだろう。
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